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研究成果の概要（和文）：局所のアレルギー応答や IgE 産生などに関わる IL-13 は IL-4 と共に

Th2 サイトカインであるが、近年自己免疫疾患、炎症の制御、マクロファージの機能修飾など

多岐に渡る役割も報告されている。細菌及び真菌感染(気道や血流感染症)初期に、IL-13 遺伝子

改変動物では野生型に比べて微生物の排除に障害がある点を in vivo で確認した。初期抗体

(IgM)の量や質に IL-13 の有無で変化が生じる可能性を仮説とし、その裏付けとなる結果が得

られた。 

 
研究成果の概要（英文）：IL-13 is Th2 type cytokine as investigated in various physiological 

functions. Pathogen elimination was impaired in IL-13 deficient (KO) mice when we 

challenged low dose live S. pneumoniae, or C. albicans via airway route, compared to 

BALB/c wild type (WT). Serum natural IgM titer was lower in IL-13 KO compared to 

control WT. IL-13 may affect to amount and quality of natural IgM in the primary acute 

infection model. 
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１．研究開始当初の背景 

Th2サイトカインのIL-13は、人とマウスで
相同性が高く、自己免疫、マクロファージの
極性を修飾するなど、多岐に渡る生理学的な
機能が報告されている。感染症に関しては、
線虫症に対し、宿主保護に働く役割が報告さ
れたが、IL-13が細菌感染症に寄与する報告は
なかった。申請者は、肺炎球菌の呼吸器感染
モデルを用い、Th1及びTh2サイトカインの欠

損動物による肺炎感受性を以前の研究で検討
した。その結果、IFN-γやIL-4の遺伝子改変
動物では顕著でなかった生菌排除の障害が、
IL-13遺伝子改変動物で観察された。このため、
このIL-13の欠損に伴い宿主抵抗性が減弱す
る理由を検討する必要があると考え本研究を
計画した。 
２．研究の目的 

 IL-13 の欠損で何故細菌感染症に対する宿
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主抵抗性が変化するのかを解明すること。 

３．研究の方法 

 野生型(BALB/c)とIL-13遺伝子欠損マウス
に、肺炎球菌(臨床分離株)あるいはATCC18804
（C. albicans標準株）を経静脈感染あるいは
鼻腔より経気道感染を行い、肺内CFU量および
肺懸濁液中のサイトカイン産生量、炎症細胞
の動態、血清IgMの定量、affinity assayなど
を行い比較検討した 
４．研究成果 
 肺炎球菌の低量投与による感染初期には、
IL-13 欠損動物で感染抵抗性が減弱した。こ
の際、感染初期の自然抗体である IgM 産生は
IL-13 欠損動物の血清中で低値であり、感染
抵抗性の減弱する理由の一つと考えられた。 
 肺炎球菌ないしはカンジダ標準株（高投与
量）気道感染時には、感染後一日以内に IL-13
欠損動物で微生物の排除が野生型に比べて
改善した。前述の IgMによる宿主保護機構（低
量投与）とは異なる機序を更に検討した。貪
食細胞の機能を IL-13が抑制することで宿主
抵抗性が逆に障害されると考えられる結果
が、in vivo と in vitro で得られた。 
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